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－130 （     ）－
Ⅱ　本判決の概要
１． 事実の概要
　A 会社は，平成 19 年 6 月 29 日，B 会社に対し，弁済期を平成 20 年 6 月 5
日として 8 億円を貸し付けた（第一貸付）。同日，Y 会社（被告，控訴人，上
告人）は，A に対し，A を貸主とし，B を借主とする金銭消費貸借契約等によ
り生ずる B の債務（第一貸付を含む）を主たる債務とし，極度額を 48 億 3000
万円，保証期間を平成 19 年 6 月 29 日から 5年間とする連帯保証をした（以下，
「本件根保証契約」という）。B は Y 会社の不動産部門から独立して設立され，
本店所在地を同じくする，Y の子会社である。
　その後，A は，平成 20 年 8 月 25 日，第一貸付の借換えとして，B に対し，
弁済期を平成 21 年 8 月 5 日として 7億円（第二貸付）と 9990 万円（第三貸付）
をそれぞれ貸し付けた。A は，平成 20 年 9 月 26 日，第二貸付と第三貸付に係
る債権を C 会社に譲渡し，C は，同日，当該各債権を X 会社（原告，被控訴人，
被上告人）に譲渡した。
　B が X に対して第二貸付および第三貸付に係る債務を支払わないために，X
































































































－134 （     ）－
ないので，元本確定前は履行請求できない（否定説）ことになる 7。否定説に対





























































































































































イ . 譲渡された債権の額だけ根保証の極度額が減額される，ロ . 譲渡された債
権と残された債権の価額に応じて極度額が按分される，またはハ . 一種の連帯
債権となって極度額の限度まで債権譲渡人と譲受人の双方が根保証人に請求で


















































では，平成 19 年 6 月 29 日付の A，B，および Y の三者を当事者とする本件根




















討項目とされていた。すなわち，平成 23 年 4 月の中間的な論点整理では，根
保証の元本確定前の保証債務の履行請求の是非，債権譲渡があった場合の随伴
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